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滋
賀
県
史
研
究
編
集
会
議  

 　

今
回
の
県
史
編
さ
ん
事
業
は
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
九
月
に
滋
賀
県
が
誕
生
一
五
〇
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
と
す
る

も
の
で
、
滋
賀
県
が
誕
生
し
た
明
治
五
年
か
ら
令
和
四
年
ま
で
の
一
五
〇
年
間
を
主
な
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
通
史
編
四
巻
、
資
料
編
二

巻
の
ほ
か
、
通
史
編
を
わ
か
り
や
す
く
約
一
〇
分
の
一
に
ま
と
め
た
巻
、
写
真
と
図
で
振
り
返
る
巻
、
年
表
が
各
一
巻
の
全
九
巻
の
刊
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
①
政
治
・
行
政
（
戦
前
）
、
②
政
治
・
行
政
（
戦
後
）
、
③
産
業
・
経
済
、
④
環
境
・
琵
琶
湖
、
⑤
社
会
・

福
祉
、
⑥
教
育
・
文
化
・
民
俗
の
六
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
て
、
資
料
収
集
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

滋
賀
県
立
公
文
書
館
で
は
、
明
治
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
公
文
書
約
三
万
冊
が
公
開
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
資
料
保
存
の
点
で
滋
賀
県
は

全
国
的
に
見
て
も
恵
ま
れ
た
県
で
す
。
こ
の
公
文
書
等
、
膨
大
な
資
料
の
さ
ら
な
る
活
用
と
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
び
刊
行
す

る
『
滋
賀
県
史
研
究
』
は
、
滋
賀
県
の
近
現
代
史
に
関
す
る
研
究
成
果
を
公
表
し
、
県
史
の
水
準
の
向
上
と
、
地
域
史
研
究
の
進
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
を
含
め
、
こ
こ
三
〇
年
来
の
経
済
停
滞
と
財
政
赤
字
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
ど
こ
ま
で
没
落
し
て
い

く
の
か
と
多
く
の
人
が
不
安
に
思
い
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
は
、
人
々
に
と
っ
て
何
が
本
当
に
重
要
な
の
か
、
そ

れ
を
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、
過
去
の
歴
史
や
日
本
の
変
化
の
な
か
で
見
つ
め
直
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
回
編
さ
ん
す
る
県
史
と
と
も
に
、
『
滋
賀
県
史
研
究
』
も
ま
た
、
人
々
の
立
場
を
越
え
て
未
来
を
選
択
す
る
素
材
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
編
集
会
議
は
、
県
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
か
つ
学
問
的
批
判
に
耐
え
得
る
研
究
誌
の
刊
行
を
目
指
し
、
努
力

を
重
ね
る
つ
も
り
で
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
こ
の
た
び
玉
稿
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
執
筆
者
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
年
）
三
月
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